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「
心
の
講
座
」

校
友
会
115
周
年
で
京
都
駅
前

校
友
会
館
「
響
都

ホ
ー
ル
」で
開
催
中

ア
バ
ン
テ
ィ

９
階
に

龍
谷
大
学

校
友
会

女
子
会

　
京
都
か
ら「
心
の
発
信
を
」

と
、
６
回
シ
リ
ー
ズ
龍
谷
大

学
「
心
の
講
座
」
が
、
校
友

会
館
開
設
を
記
念
し
て
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　
主
催
は
龍
谷
大
学
校
友

会
・
校
友
会
京
都
市
支
部

で
、
共
催
は
読
売
新
聞
社
大

阪
本
社
、
後
援
に
龍
谷
大

学
・
龍
谷
大
学
親
和
会
、
（学）

京
都
女
子
学
園
、
（学）
平
安
学

園
で
、
第
１
回
と
な
っ
た
５

月
24
日
、
立
部
祐
道
師
（
総

本
山
仁
和
寺
門
跡
）
に
よ
る

講
演
「
一い

ち
み味
和わ

ご
う合
」、
続
い

て
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
者
の
吉

村
作
治
・
早
稲
田
大
学
名
誉

教
授
に
よ
る
「
心
の
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
を
訪
ね
て
―
古
代
文

明
に
お
け
る
来
世
観
」
の
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　「
心
の
講
座
」
は
こ
れ
ま

で
以
下
の
よ
う
な
講
師
陣
に

よ
り
、
開
催
さ
れ
て
い
る
。

●
第
２
回
（
６
月
28
日
）

松
浦
俊
海
師
＝
律
宗
壬
生
寺

貫
主
／
浜
村
淳
氏
（
タ
レ
ン

ト
）

●
第
３
回
（
７
月
26
日
）

宮
城
泰
年
師（
聖
護
院
門
跡
）

／
榎
木
孝
明
氏
（
俳
優
）

●
第
４
回
（
９
月
27
日
）

入
澤
崇
氏
（
龍
谷
ミ
ュー
ジ
ア

ム
館
長
）／
上
原
ま
り
氏（
琵

琶
演
奏
家
・
元
宝
塚
歌
劇
団
）

11
月・12
月
の
講
座

●
第
５
回
（
11
月
22
日
）

木
ノ
下
寂
俊
師
（
天
台
宗
宗

務
総
長
・
方
広
寺
住
職
）「
己

を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
心
」

／
平
岩
弓
枝
氏
（
作
家
）「
心

を
受
け
継
ぐ
」

●
第
６
回
（
12
月
20
日
）

赤
松
徹
眞
氏
（
龍
谷
大
学
学

長
）「
現
代
人
の
苦
悩
と
仏

教
」
／
冷
泉
貴
実
子
氏
（
冷

泉
家
第
25
代
夫
人
）「
日
本

の
初
春
」

　
い
ず
れ
も
12
時
開
場
、
13

時
開
講
。
無
料
。
先
着
350

名
。
お
申
し
込
み
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
５
・
６
４
５
・
２
０
１
７

か
校
友
会
HP
「
心
の
講
座
」

か
ら
。

「
第
１
回 

心
の
講
座
」
で
講
演
す

る
立
部
校
友
会
京
都
市
支
部
長

ホ
ー
ル
前
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

会
場
内
の
様
子

Ｊ
Ｒ
京
都
駅
前
の
校
友
会
館
「
響
都
ホ
ー
ル
」

村
上
会
長
と
赤
松
学
長
に
よ
る

調
印
式

聞
法
会
館
で
の
交
流
懇
親
会

龍Ron小町のロゴマーク

校友会館 誕生

　『
龍
谷
大
学
史
』（
300
年
史
）

に
よ
る
と
、１
８
９
９
年（
明

治
32
）
当
時
、「
学が

く
り
ん林

」
と

呼
ば
れ
て
い
た
龍
谷
大
学
の

卒
業
生
が
毎
年
400
名
に
も
の

ぼ
る
こ
と
か
ら
、
有
志
に
よ

っ
て
同
年
に「
卒
業
者
名
簿
」

が
編
纂
さ
れ
、
11
月
11
日
、

講
堂
（
現
・
大
宮
本
館
＝
重

文
）
で
「
大
学
林
同
窓
会
」

が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
「
大

学
林
同
窓
会
」
か
ら
数
え
て

今
年
は
115
年
目
に
あ
た
る
。

　
そ
こ
で
校
友
会
で
は
、
こ

の
記
念
す
べ
き
年
を
契
機

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業

を
実
施
・
計
画
し
て
い
る
。

そ
の
中
の
ひ
と
つ
が
、
今
回

の
「
龍
谷
大
学
響
都
ホ
ー
ル

校
友
会
館
」の
誕
生
で
あ
る
。

　
さ
る
４
月
16
日
、
深
草
キ

ャ
ン
パ
ス
の
学
長
室
に
お
い

て
、
村
上
太た

い
い
ん胤
校
友
会
長
と

赤
松
徹
眞
学
長
と
の
あ
い
だ

で
、「
龍
谷
大
学
響
都
ホ
ー

ル
校
友
会
館
」
の
調
印
式
が

執
り
行
わ
れ
た
。

　
５
月
24
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
赤

松
徹
眞
学
長
や
門
川
大
作
京

都
市
長
ら
を
含
む
関
係
者
100

人
が
参
加
し
た
。

　
新
た
に
校
友
会
館
と
な
っ

た
同
ホ
ー
ル
は
、
収
容
定
員

が
350
名
。
２
０
１
０
年
（
平

成
22
）
に
京
都
市
か
ら
龍
谷

大
学
に
運
営
が
引
き
継
が
れ

た
施
設
で
、
場
所
は
JR
京
都

駅
前
（
八
条
口
）
の
ア
バ
ン

テ
ィ
９
階
に
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
市
民
へ
の
施
設

貸
し
出
し
や
学
生
サ
ー
ク
ル

の
発
表
会
な
ど
に
用
い
ら
れ

て
き
た
が
、
今
回
の
調
印
式

に
よ
っ
て
、
校
友
会
の
行
事

な
ど
に
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
目
下
、
６
回
シ
リ

ー
ズ
の
「
心
の
講
座
」
が
開

催
さ
れ
、
多
数
の
校
友
や
市

民
が
聴
講
し
て
い
る
。
JR
京

都
駅
目
の
前
の
立
地
と
い
う

利
便
性
を
活
か
し
た
、「
龍

谷
大
学
響
都
ホ
ー
ル
校
友
会

館
」
の
積
極
的
な
活
用
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、「
龍
谷
大
学
響
都

ホ
ー
ル
校
友
会
館
」
に
は
、

校
友
会
事
務
局
の
ス
タ
ッ
フ

が
常
駐
し
ま
す
。

所
在
地
＝
〒
６
０
１-

８
０
３
３

京
都
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南
区
東
九
条
西
山
王

町
31
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ィ
９
Ｆ
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０
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７
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７
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６
６
２

（
平
日
９
時
〜
17
時
）

「
龍ロ

ン

Ｒロ

ン
ｏ
ｎ
小
町
」発
足

　
５
月
10
日
、
午
前
11
時
。

西
本
願
寺
阿
弥
陀
堂
に
200
名

に
お
よ
ぶ
女
性
校
友
と
そ
の

ご
家
族
、
と
り
わ
け
幼
児
、

小
学
生
同
伴
の
姿
が
目
立

つ
。
龍
谷
大
学
校
友
会
の
女

子
会
「
龍ロ

ン

Ｒロ

ン
ｏ
ｎ
小
町
」
の

発
足
式
で
あ
る
。

　
校
友
会
の
女
子
会
は
今
年

１
月
25
日
、
深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
で
発
足
準
備
会
を
開
い

て
、
活
動
の
概
要
を
検
討
。

女
性
卒
業
生
が
一
人
で
で

も
、
ま
た
子
ど
も
連
れ
で
も

参
加
し
や
す
い
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
龍
谷
大
学
の
卒
業

生
な
ら
で
は
の
体
験
が
で
き

る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

い
う
趣
旨
の
も
と
、
今
回
の

華
や
か
で
和
や
か
な
発
足
式

を
迎
え
た
。

　
ま
ず
阿
弥
陀
堂
で
全
員
が

参
拝
。
こ
の
と
き
有
名
テ
ノ

ー
ル
歌
手
が
、
親
鸞
聖
人
の

和わ
さ
ん讃

（
漢
詩
）
に
曲
を
つ
け

た
「
恩お

ん
ど
く
さ
ん

徳
讃
」
を
披
露
し
、

全
員
で
斉
唱
す
る
と
い
う
サ

プ
ラ
イ
ズ
で
、
会
場
が
ど
よ

め
い
た
。
そ
の
後
、
一
行
は

境
内
の
安あ

ん
の
ん
で
ん

穏
殿
に
移
動
し
、

こ
こ
で
正
式
に
「
龍ロ

ン

Ｒロ

ン
ｏ
ｎ

小
町
」
が
発
足
し
た
。

　
続
い
て
校
友
で
あ
る
西
本

願
寺
職
員
の
案
内
で
、
書
院

（
重
文
）
と
飛
雲
閣
（
国
宝
）

を
拝
観
し
、
聞も

ん
ぽ
う法
会
館
で
校

友
会
京
都
市
支
部
と
合
同
で

交
流
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

　
発
足
会
で
は
、
公
募
に
よ

る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
（
写
真
＝
91

年
法
学
部
卒
業
生
の
作
品
）

が
発
表
さ
れ
た
。

　
2
面
に
続
く

龍谷大学ホームカミング・デー

瀬田 10月25日（土）
キャンパス

11：00～15：30

深草 11月2日（日）
キャンパス

11：00～15：30

校友会 東北支部  発足会
10月25日( 土 ) 仙台で開催

（
仮
称
）

　かねてより発起人の方々が中心となって進め
てこられた「東北支部（仮称）」がいよいよ発
足されます。東北６県（青森・秋田・岩手・宮城・
山形・福島）にお住まいの卒業生の方々が対
象です。
　発足会、懇親会開催は下記の通り
日時：2014年10月25日（土）受付／14 時～
設立記念講演会／14時30 分～15時15分
設立総会／15 時15分～16時
懇 親 会／16 時～18 時
場所：ホテルメトロポリタン仙台（JR仙台駅直結）
※本件についてのお問合せは校友会事務局まで
（TEL:075-645-2015）
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最新情報をお知らせ下さい

ご通知は下記のいずれかで
① FAX＝ (075)645-2017（本会報
　送付宛名用紙をご利用下さい）
②HP＝ https://www.ryukoku.ac.jp/koyu_form/
③e-mail＝koyu@ad.ryukoku.ac.jp
④郵送＝本会報送付宛名用紙の
　「郵便はがき」をご利用下さい

　皆様の最新情報（新しい住所・
勤務先または改姓など）をお知ら
せ下さい。また、ご友人でこの会
報が届いていない方にも、お知ら
せ下さい。

 
1
面
か
ら
続
く

龍谷大学校友会女子会
龍Ron小町和やか華やか

　
阿
弥
陀
堂
参
拝
の
あ
と
、

安
穏
殿
を
会
場
に
「
龍ロ

ン

Ｒロ

ンｏ

ｎ
小
町
」
の
発
足
会
と
な
っ

た
。
司
会
は
青
山
佳
代
さ
ん

（
97
年
社
卒
）。
ま
ず
校
友
会

の
村
上
太
胤
会
長
、
続
い
て

佐
藤
研
司
副
学
長
が
祝
辞
を

述
べ
、
女
子
会
「
龍ロ

ン

Ｒロ

ン
ｏ
ｎ

小
町
」
会
長
の
緒
方
静
子
さ

ん
（
74
年
営
卒
）、
副
会
長

の
神
先
明
日
香
さ
ん
（
00
年

国
際
卒
）、
会
計
監
事
の
前

田
佳
子
さ
ん
（
93
年
短
卒
）

が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
事

業
計
画
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
発
表

で
発
足
会
を
終
え
た
。

　
次
に
本
願
寺
の
書
院
と
飛

雲
閣
拝
観
の
後
、
聞
法
会
館

に
移
動
し
、
こ
こ
で
校
友
会

京
都
市
支
部
と
合
同
で
「
交

流
懇
親
会
」
を
開
催
。
立
食

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
女
性
校

友
を
意
識
し
た
ス
イ
ー
ツ
を

用
意
。
聖
護
院
八
ッ
橋
総
本

店
の
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
「
ｎ

ｉ
ｋ
ｉ
ｎ
ｉ
ｋ
ｉ
」
に
よ
る

〝
龍
〞
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
生
八
ッ
橋
に
は

笑
顔
が
。
ま
た
、
抽
選
会
で

は
有
名
寺
院
の
僧
侶
の
墨
書

や
、
卒
業
生
の
会
社
の
商
品

な
ど
が
多
数
提
供
さ
れ
た
。

　
龍
大
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン

ト
に
加
え
、
幅
広
い
年
齢
層

の
校
友
、
幼
児
、
小
学
生
が

参
加
す
る
と
い
う
、
和
や
か

で
華
や
か
な
校
友
の
集
い
と

な
っ
た
。

主
な
事
業
計
画

①
「
龍
谷
大
学
町
家
キ
ャ
ン

パ
ス
」
で
お
茶
席
体
験

②
各
地
の「
お
い
し
い
も
の
」

探
索
ツ
ア
ー
＝
「
お
い
し
い

も
の
」
を
求
め
て
、
校
友
会

の
地
域
支
部
の
情
報
を
得
て

実
施
予
定
。

③
有
名
寺
院
の
特
別
拝
観
＝

校
友
が
在
籍
す
る
多
く
の
有

名
寺
院
へ
特
別
拝
観
。

④
子
育
て
マ
マ
の
交
流
会
＝

若
い
お
母
さ
ん
や
経
験
者
の

先
輩
校
友
が
集
い
、
お
し
ゃ

べ
り
や
子
育
て
相
談
な
ど
の

交
流
会
。

※
「
龍ロ

ン

ロ

ン

Ｒ
ｏ
ｎ
小
町
」
の
今

後
の
催
し
は
龍
谷
大
学
校
友

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

facebook

に
掲
載

西本願寺阿弥陀堂参拝

発足式を終え、安穏殿で記念写真

右から西川さん、村上会長、小野さん、山本選考委員長

緒
方
会
長

西
本
願
寺
の
書
院
を
拝
観

聖
護
院
八
ッ
橋
総
本
店
ブ
ラ
ン
ド

〝nikiniki

〞
作
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

生
八
ッ
橋
の
お
菓
子

会
場
内
に
はK

ids

ス
ペ
ー
ス
も

懇
親
交
流
会
で

同
郷
で
集
う
新
入
生

「
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
」に
300
人

　
今
年
で
７
回
目
を
迎
え
た

「
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
」
が
、

４
月
８
日
（
火
）、
深
草
キ

ャ
ン
パ
ス
４
号
館
５
階
で
開

催
さ
れ
た
。

　
近
畿
地
方
以
外
か
ら
入
学

し
た
新
入
生
を
対
象
に
、
同

郷
出
身
学
生
が
つ
な
が
り
を

広
げ
る
機
会
と
し
て
、大
学
・

親
和
会
・
校
友
会
の
三
者
共

催
で
実
施
し
て
い
る
。

　
今
年
は
、
昨
年
を
上
ま
わ

る
約
300
名
の
学
生
に
加
え
、

地
域
支
部
の
役
員
８
名
、
さ

ら
に
各
地
方
の
行
政
関
係
者

18
名
が
参
加
。
新
入
生
た
ち

は
、
出
身
地
別
に
８
ブ
ロ
ッ

ク
の
部
屋
に
分
か
れ
て
、
学

生
生
活
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
も
ら
っ
た
。

　
卒
業
後
に
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

を
考
え
る
学
生
に
は
、
同
郷

の
先
輩
の
話
を
伺
う
貴
重
な

機
会
と
な
る
。
卒
業
後
に
地

元
に
戻
っ
た
際
に
は
、
地
域

に
根
ざ
す
校
友
会
支
部
活
動

に
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

第
14
回  

校
友
会
賞

柔
道
部
の
小
野
彰
子
さ
ん

西
川
真
帆
さ
ん
に
贈
呈

龍
谷
大
学
の
名
を
世
界
へ

　
龍
谷
大
学
校
友
会
で
は
課

外
活
動
や
学
業
分
野
で
顕
著

な
成
績
を
あ
げ
た
学
生
（
個

人
・
団
体
）
に
対
し
て
表
彰

し
、「
校
友
会
賞
」
を
贈
呈

し
て
い
る
。
第
14
回
と
な
る

「
校
友
会
賞
」
は
、
柔
道
部

に
所
属
す
る
小
野
彰
子
さ
ん

（
経
営
学
部
４
回
生
）
と
西

川
真
帆
さ
ん
（
文
学
部
４
回

生
）
に
贈
呈
さ
れ
た
。

　
小
野
さ
ん
は
柔
道
の
日
本

代
表
と
し
て
国
際
大
会
に
３

大
会
の
出
場
を
果
た
し
、
す

べ
て
上
位
に
入
賞
。
中
で
も

〝
学
生
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〞

と
称
さ
れ
る
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア

ー
ド
競
技
大
会
で
は
銅
メ
ダ

ル
を
受
賞
し
て
、
世
界
で
通

用
す
る
実
力
を
証
明
し
た
。

　
一
方
、西
川
真
帆
さ
ん
は
、

13
年
度
の
大
学
日
本
一
を
決

定
す
る
日
本
学
生
柔
道
体
重

別
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
、

日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選

手
が
出
場
す
る
国
内
大
会
で

も
活
躍
し
、
日
本
柔
道
連
盟

の
強
化
選
手
に
選
ば
れ
、
５

月
の
ア
ジ
ア
大
会
で
日
本
代

表
と
し
て
出
場
し
て
優
勝
を

果
た
し
た
。

　
今
後
、
ま
す
ま
す
龍
谷
大

学
の
名
を
世
界
に
広
め
て
く

れ
る
選
手
と
し
て
、
大
き
な

期
待
を
込
め
て
村
上
太
胤
校

友
会
長
か
ら
校
友
会
賞
と
副

賞
が
贈
ら
れ
た
。

　
今
回
、
校
友
会
賞
を
い
た

だ
い
た
小
野
・
西
川
両
選
手

は
国
の
強
化
選
手
と
し
て
、

ト
ッ
プ
の
大
会
で
実
績
を
残

し
、
日
本
代
表
選
手
に
な
る

こ
と
が
当
面
の
目
標
で
す
。

ま
た
１
、２
年
生
に
も
高
校

時
代
、
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
で
優

勝
す
る
な
ど
、
有
望
な
女
子

選
手
が
い
ま
す
。
今
後
の
成

長
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
や
は
り
目
指
す
の
は
、
日

本
選
手
代
表
と
し
て
２
年
後

の
リ
オ
五
輪
出
場
、
そ
し
て

東
京
で
す
。
龍
谷
大
学
の
柔

道
部
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
す
る
選
手
を
、
ぜ
ひ

育
て
た
い
。

堀ほ
り

田た

幸
宏
監
督
（
02
年
文
卒
）

日
本
代
表
に

話
が
は
ず
む
新
入
生
た
ち
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日本綜合テレビ（NST）による結婚式の映像。米国で高い評価を得ている

シリーズ
龍谷大学の
歴史実証⑧

―
―
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
賞
を

　
当
社
が
制
作
し
た
結
婚
式

の
ビ
デ
オ
映
像
が
、
全
米
ナ

ン
バ
ー
１
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

雑
誌
と
メ
デ
ィ
ア
、
花
嫁

に
よ
る
総
合
評
価
の
「T

he 
K
not Best of W

eddings 
2014

」
を
受
賞
し
、
続
い

て
米
国
最
大
の
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
ク
チ
コ
ミ
サ
イ
ト

「W
eddingW

ire Couples' 
Choice A

w
ards

」
も
受
賞

校友●Who's Who

脇山典隆さ
ん

（わきやま・のりたか）＝１９６４年、大
阪府生まれ。88 年に法学部を卒業し、
京セラ海外営業統括部に勤務。92 年、
日本綜合テレビ ( 株 ) に入社。00 年に
( 株 ) イーニュースを起業し、大手企業約
200 社をクライアントにインターネット
事業を展開。現在はＮＳＴグループＣＥ
Ｏ、日本綜合テレビ代表取締役。日本、
海外あわせて12の支店・従業員約 800
名で日本一は言うに及ばず、世界一のウ
ェディング映像会社を目指し奮闘中。

し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
拠
点
に
、
全
米
各
地
で
結

婚
式
の
ビ
デ
オ
撮
影
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ

て
約
３
年
で
す
。
映
像
の
本

場
で
大
き
く
評
価
し
て
い
た

だ
い
た
の
は
、
う
れ
し
い
限

り
で
す
。

―
―
受
賞
の
理
由
は
？

　「
ビ
デ
オ
か
ら
シ
ネ
マ
へ
」

が
、
私
た
ち
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
す
。
従
来
の
結
婚
式
の
ビ

デ
オ
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま

で
記
録
映
像
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
プ
ロ

の
映
画
制
作
者
・
編
集
者
に

よ
っ
て
企
画
、
構
成
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
撮
影
技
術
を
駆
使

す
る
こ
と
で
映
画
化
し
た
の

で
す
。

　
結
婚
式
と
い
う
の
は
、
人

生
最
大
の
祝
賀
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
そ
こ
で
は
一
組
一
組
、

映
像
や
ス
ト
ー
リ
ー
が
異
な

り
ま
す
が
、
そ
の
一
連
の
流

れ
を
映
画
化
し
、
結
婚
式
の

ビ
デ
オ
映
像
の
概
念
を
大
き

く
変
え
た
の
が
、
米
国
で
高

い
評
価
に
つ
な
が
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
論
よ
り
証
拠
で
す
。
一度
、

nstpictures.com

を
ネ
ッ

ト
検
索
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
米
国
で
の
当
社
Ｎ
Ｓ
Ｔ

の
映
像
が
い
く
つ
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

―
―
学
生
時
代
は
？

式
ビ
デ
オ
以
外
の
新
事
業
開

発
に
た
ず
さ
わ
り
ま
す
。
そ

の
頃
、
出
合
っ
た
の
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
し
た
。

　
私
は
こ
の
技
術
に
か
け
て

み
た
い
と
思
い
、
父
の
会
社

を
退
き
、
00
年
（
平
成
12
）

に（
株
）イ
ー
ニ
ュ
ー
ス
と

い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動

画
配
信
の
会
社
を
起
業
し
ま

し
た
。
一
流
企
業
か
ら
い
き

な
り
何
億
円
も
の
投
資
を
い

た
だ
い
た
の
で
す
が
、
軌
道

に
の
ら
な
い
ま
ま
、
約
２
年

で
資
金
が
尽
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
会
社
を
ス
リ
ム
化

し
、
Ｉ
Ｒ
動
画
を
配
信
す
る

事
業
に
特
化
し
て
再
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
プ
ロ
の
投
資
家

に
し
か
届
か
な
か
っ
た
上
場

企
業
の
決
算
報
告
な
ど
の

情
報
を
Ｉ
Ｒ
動
画
と
し
て
、

一
千
万
人
も
い
る
一
般
投
資

家
に
配
信
す
る
事
業
で
し

た
。
す
る
と
ト
ヨ
タ
や
ソ
ニ

ー
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
一
流
企
業

200
社
が
顧
客
に
な
っ
て
い
た

だ
き
、
大
き
な
利
益
を
生
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
再
び
Ｎ
Ｓ
Ｔ
へ
？

　
と
こ
ろ
が
、
父
の
頼
み
で

父
の
会
社
の
経
営
を
任
せ
た

い
と
。
自
分
が
創
業
し
た
好

調
な
イ
ー
ニ
ュ
ー
ス
社
へ
の

想
い
と
で
板
ば
さ
み
に
な

り
、ず
い
ぶ
ん
悩
み
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
、
ふ
と
手
に
し

た
稲
盛
和
夫
さ
ん
の
本
の
中

に
「
会
社
と
い
う
の
は
、
全

従
業
員
の
幸
福
の
た
め
に
あ

る
。
そ
れ
が
京
セ
ラ
を
急
成

長
さ
せ
た
」
と
い
う
一
文
と

出
会
い
、「
そ
う
だ
、
従
業

員
の
幸
福
と
い
う
一
点
で
判

断
す
る
の
だ
」
と
、
自
分
の

エ
ゴ
や
見
栄
に
こ
だ
わ
っ
て

悩
ん
で
い
た
世
界
か
ら
解
放

さ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
イ
ー
ニ
ュ
ー
ス
社

を
、
大
手
企
業
に
高
額
で
売

却
。
従
業
員
の
不
満
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
も
、
売
却
資

金
で
、
父
の
会
社
の
再
建
に

着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
。
そ
し
て
、
08
年
か
ら

は
結
婚
式
の
映
像
制
作
会
社

に
専
念
し
、
11
年
に
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
進
出
し
ま
し

た
。

　「
お
客
様
の
満
足
、
社
会

へ
の
貢
献
と
全
従
業
員
の
物

心
両
面
の
幸
福
の
追
求
」
が

当
社
の
経
営
理
念
で
す
。
そ

し
て
、「
２
０
２
０
年
に
は
、

一
組
一
組
に
心
を
込
め
た
世

界
一
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
映
像

会
社
に
」
を
合
い
言
葉
に
、

800
名
の
従
業
員
と
共
に
力
を

合
わ
せ
て
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

ビデオからシネマへ
ウェディング映像で全米No.1に

ＮＳＴグループＣＥＯ・日本綜合テレビ㈱社長

　
法
学
部
の
松
岡
久
和
先
生

（
民
法
）
の
ゼ
ミ
で
、
卒
論

は
「
製
造
物
責
任
法
」
で
し

た
。就
職
活
動
に
関
し
て
は
、

当
時
の
就
職
部
長
に
お
世
話

に
な
り
、
京
セ
ラ（
株
）
に

ご
縁
を
い
た
だ
き
、４
年
間
、

フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
を

世
界
各
国
に
輸
出
す
る
本
社

の
海
外
営
業
統
括
部
で
勤
務

い
た
し
ま
し
た
。

―
―
日
本
綜
合
テ
レ
ビ
へ
？

　
は
い
。
92
年
（
平
成
４
）、

父
が
経
営
す
る
日
本
綜
合
テ

レ
ビ
（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）
で
、
結
婚

２
千
人
が
中
国
・
上
海
へ
龍
谷
洋
上

セ
ミ
ナ
ー

パ
ン
ダ
に
歓
声
！

　
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
）

５
月
18
日
、
大
型
客
船
が
上

海
市
内
の
黄こ

う
ほ浦

江
の
港
に
着

岸
し
た
。

　
乗
客
は
龍
谷
大
学
の
学
生

約
550
人
、
教
職
員
と
新
聞
記

者
な
ど
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
を

含
め
総
勢
600
人
に
及
ぶ
「
第

２
回
龍
谷
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
」

の
一
行
で
あ
る
。

　
千
葉
乘
隆
学
長
と
由
本
新

団
長
を
先
頭
に
、
全
員
が
タ

ラ
ッ
プ
を
下
り
る
と
、
上
海

市
の
小
学
生
男
女
二
人
が
正

装
し
て
花
束
を
持
ち
、
後
方

に
は
大
勢
の
小
学
生
鼓
笛

隊
。
学
長
と
団
長
に
花
束
が

贈
呈
さ
れ
、
大
き
な
拍
手
と

共
に
演
奏
が
再
開
さ
れ
、
600

人
が
次
々
と
下
船
し
て
い

く
。

　
こ
の
歓
迎
式
典
に
は
、
胸

に
名
札
を
つ
け
た
上
海
の
５

大
学
の
学
生
た
ち
も
加
わ

り
、
手
に
は
め
い
め
い
花
束

を
手
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に

港
に
は
歓
迎
の
横
断
幕
が
い

く
つ
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
港
に
降
り
た
一
行
を
待
ち

受
け
て
い
た
の
は
、
新
品
の

三
菱
製
の
観
光
バ
ス
12
台

だ
。
バ
ス
は
い
き
な
り
上
海

動
物
園
に
向
か
っ
た
。
20
分

ほ
ど
だ
っ
た
ろ
う
か
、
バ
ス

が
通
過
す
る
信
号
は
手
動
で

す
べ
て
青
色
に
切
り
換
え
ら

れ
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
動
物

園
内
の
パ
ン
ダ
舎
の
前
に
停

車
し
た
。
学
生
た
ち
は
バ
ス

を
降
り
、
初
め
て
目
に
す
る

パ
ン
ダ
の
姿
に
歓
声
を
あ
げ

た
。

な
ぜ
中
国
だ
っ
た
の
か

　
第
１
回
の
龍
谷
洋
上
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、

降
誕
会
期
間
中
の
85
年
５
月

で
あ
っ
た
。
こ
の
企
画
の
発

端
と
な
っ
た
の
は
、
４
月
の

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ

を
、
客
船
を
使
っ
て
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
と
い
う
意
見
だ

っ
た
。

　
そ
ん
な
中
で
「
偶
然
、
中

国
と
の
国
際
交
流
と
い
う
テ

ー
マ
を
抱
き
合
わ
せ
て
実
行

す
る
と
い
う
新
案
が
浮
上
し

た
」（
龍
谷
大
学
350
年
史
）

と
い
う
。
当
時
、
一
人
で
も

多
く
の
学
生
が
海
外
に
渡

り
、
国
際
交
流
の
本
質
を
身

を
も
っ
て
体
験
さ
せ
た
い
と

い
う
、
龍
谷
大
学
当
局
の
思

い
と
、
客
船
を
使
う
と
い
う

ア
イ
デ
ィ
ア
が
合
体
し
た
結

果
で
あ
っ
た
。

　
龍
谷
大
学
に
お
け
る
学
生

の
国
際
交
流
は
75
年
（
昭
和

50
）
の
グ
ア
ム
大
学
春
季
講

座
に
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
る

が
、
欧
米
で
は
な
く
、
あ
え

て
ア
ジ
ア
の
大
国
・
中
国
が

選
ば
れ
た
の
は
、
龍
谷
大
学

が
仏
教
を
建
学
の
精
神
と
し

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
中
国
側
に
も
こ
の

よ
う
な
大
規
模
な
交
流
使
節

団
を
受
け
入
れ
る
べ
き
下
地

が
整
っ
て
い
た
。
85
年
、
旧

ソ
連
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記

長
が
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」

を
提
唱
し
、
民
主
化
を
進
め

た
。
中
国
も
82
年
に
親
日
派

と
さ
れ
る
胡
耀
邦
が
総
書
記

に
就
任
し
、
改
革
開
放
路
線

を
う
ち
出
し
、
国
民
か
ら
大

き
な
支
持
を
得
て
い
た
。

龍
大
の
成
長
期
の
中
で

　
と
も
あ
れ
550
人
を
こ
え
る

龍
大
生
が
客
船
に
乗
り
込
ん

で
中
国
に
渡
り
、
上
海
の
復

旦
・
上
海
師
範
・
華
東
師
範
・

同
済
大
学
、
上
海
外
国
語
・

上
海
体
育
・
上
海
音
楽
学
院

な
ど
主
要
大
学
の
学
生
た
ち

と
４
日
間
に
わ
た
っ
て
交
流

を
深
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
時
期
の
龍
谷
大
学
の

動
き
を
見
る
と
、
84
年
春
に

卒
業
生
の
寄
付
に
よ
っ
て
深

草
に
礼
拝
堂
（
顕
真
館
）
が

竣
工
し
、
85
年
に
は
武
村
正

義
滋
賀
県
知
事
が
千
葉
学
長

に
理
工
学
部
の
誘
致
を
要

請
。
86
年
に
は
理
工
学
部
・

社
会
学
部
設
置
委
員
会
を
設

立
。今
日
の
８
学
部
１
短
大
、

２
万
余
名
の
学
生
を
擁
す
る

総
合
大
学
へ
の
道
を
、
ひ
た

す
ら
歩
ん
で
い
た
時
期
で
も

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
洋
上
セ
ミ
ナ

ー
を
機
に
、
中
国
な
ど
東
ア

ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
が
急
増

し
、
龍
谷
大
学
の
国
際
化
が

い
っ
き
に
進
展
し
た
。

　
４
年
間
で
の
べ
２
千
人
も

の
龍
大
生
が
上
海
の
主
要
大

学
と
交
流
を
深
め
た
と
い
う

事
実
は
、
大
学
史
、
そ
し
て

今
日
の
ぎ
く
し
ゃ
く
と
し
た

日
中
関
係
の
中
で
再
評
価
す

べ
き
だ
ろ
う
。（
小
林
實
）

鼓
笛
隊
に
よ
る
歓
迎

神
戸
港
を
出
港
す
る
大
型
客
船

上
海
賓
館
で
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

各
大
学
の
正
門
に
は
歓
迎
の
横
断

幕
が
。
写
真
は
同
済
大

学部同窓会「同期同窓会・ゼミ同窓会助成金」
学　部 参加人数 金　額 同窓会ホームページ

文 学 部 事務局にお問い
合わせください 3万円 同窓会支部助成金

経 済 学 部 10名以上 2万円 同窓会補助金20名以上 3万円
経 営 学 部 10人以上 人数×3000円

※上限10万円 同窓会親睦会助成金

法 学 部

6～9名 1万円

同窓会会則（内）10～19名 2万円
20～29名 3万円
30名以上 4万円

理 工 学 部 10名以上 人数×2000円
※上限10万円 お知らせ（内）

社 会 学 部 特になし 卒業年次ゼミを1単位として
20,000円×単位数 ゼミ同窓会活動報告

国際文化学部 準備中です。詳しくはホームページを
ご確認ください。 卒業生の方へ

同窓会開催を支援しています。どんどんご利用下さい。

※各学部同窓会の条件が微妙に違いますので必ず学部同窓会ホーム
ページをご覧ください



Ryukoku University Alumni News No.792014（平成26）年10月1日 第79号（4）

世界屈指の
金庫メーカー

プロフィール
⻆野博司（すみの・ひろし）＝1949
年大阪市生まれ。73 年に経済学部を
卒業し、( 株 ) クマヒラ入社。95 年
取締役神戸支店長・取締役営業部長、
99 年取締役九州支社長、02年常務
取締役関西支社長、07年専務取締
役本店長、09 年専務取締役営業本
部長、11年代表取締役社長とグルー
プ企業の ( 株 )クマヒラビジネスサー
ビス代表取締役に就任。現在、同社
には龍大卒10 名が勤務。

セキュリティの全分野でトップシェアを目指す

経営者登場

クマヒラ⻆野 博司さ
ん

　
経
済
学
部
・
北
沢
康
男
教
授

の
ゼ
ミ
出
身
の
⻆
野
さ
ん
。

　
当
時
の
龍
大
は
、
学
生
運

動
で
大
混
乱
の
真
っ
只
中
に

あ
り
、
私
は
ノ
ン
ポ
リ
で
し

た
が
、
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
さ

れ
た
校
舎
に
は
、
私
の
友
人

も
い
ま
し
た
。
様
々
な
思
い

出
に
包
ま
れ
た
京
都
は
、
将

に
私
が
青
春
を
謳
歌
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
お
か
げ
で
今
も

毎
年
12
月
29
日
に
は
ゼ
ミ
や

他
学
部
の
友
人
達
と
大
阪
で

忘
年
会
を
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
10
年
は
奥
様
方
や
子
供
達

も
加
わ
り
、
大
変
に
ぎ
や
か

で
楽
し
い
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
⻆
野
さ
ん
が
入
社
の（
株
）

ク
マ
ヒ
ラ
は
、
創
業
116
年
の

老
舗
。
金
融
機
関
の
金
庫
設

備
の
分
野
で
、
ト
ッ
プ
シ
ェ

ア
を
誇
る
。

　
戦
後
の
復
興
期
、
日
本
に

は
大
型
金
庫
扉
を
作
る
技
術

は
な
く
、
欧
米
か
ら
の
輸
入

に
頼
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
49
年
（
昭
和
24
）、
当
社

は
大
型
金
庫
扉
の
国
産
化
に

成
功
し
ま
し
た
。
ど
の
分
野

も
そ
う
で
す
が
、
日
本
は
幕

末
か
ら
明
治
以
降
、
西
欧
の

近
代
技
術
を
受
け
入
れ
、
の

ち
に
国
産
化
し
、
や
が
て
輸

入
し
て
き
た
も
の
を
凌
駕
す

る
製
品
を
作
り
上
げ
ま
す
。

ク
マ
ヒ
ラ
も
同
じ
で
、
現
在

世
界
各
国
に
輸
出
を
し
て
い

ま
す
。

　
66
年
（
昭
和
41
）
に
は
、

当
時
東
洋
一
の
マ
ン
モ
ス
金

庫
扉
を
製
作
し
、
大
手
銀
行

本
店
に
納
入
。
こ
れ
に
よ
り

「
金
庫
の
ク
マ
ヒ
ラ
」
の
称

号
を
不
動
の
も
の
に
し
た
年

で
し
た
。

　
現
在
も
国
内
の
金
融
機
関

の
金
庫
扉
や
貸
金
庫
の
70
％

以
上
は
、
当
社
製
で
す
。

　
こ
こ
20
年
で
巨
大
地
震
が
２

回
、
日
本
を
襲
っ
た
。
こ
の
と

き
金
融
機
関
の
金
庫
設
備
は
ど

う
だ
っ
た
か
。

　
95
年
（
平
成
７
）
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
と
き
、
私
は

神
戸
支
店
長
で
し
た
。
金
融

機
関
を
は
じ
め
多

く
の
建
物
が
被
災

し
ま
し
た
が
、
私

は
幸
い
被
災
を
逃

れ
た
神
戸
支
店
に

て
陣
頭
指
揮
を

し
、
全
国
か
ら
の

べ
５
０
０
人
を
超

え
る
社
員
と
共
に

１
年
間
、
金
融
機

関
の
復
旧
に
携
わ

り
ま
し
た
。
あ
の

と
き
Ｊ
Ｒ
六
甲
道

駅
が
高
架
橋
と
共

に
倒
壊
、
下
に
は
金
融
機
関

の
店
舗
が
あ
り
ま
し
た
。が
、

金
庫
室
、
貸
金
庫
室
は
無
事

で
し
た
。

　
ま
た
３
年
前
の
３
月
11

日
、東
京
の
帝
国
ホ
テ
ル
で
、

私
は
社
長
就
任
の
所
信
表
明

を
15
時
よ
り
行
う
た
め
、
14

時
30
分
か
ら
全
国
の
幹
部
社

員
百
名
余
り
と
着
席
し
て
い

た
ま
さ
に
そ
の
と
き
、
東
日

本
大
震
災
が
発
生
、
す
ぐ
に

復
旧
支
援
体
制
を
構
築
し
ま

し
た
。
こ
の
復
旧
対
応
は
、

と
に
か
く
エ
リ
ア
が
広
く
て

苦
労
し
ま
し
た
。

　
我
々
の
使
命
は
お
客
様
の

大
切
な
も
の
を
守
り
抜
く
こ

と
で
す
。
で
す
か
ら
災
害
時

等
に
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ

う
365
日
24
時
間
常
に
緊
急
対

応
で
き
る
体
制
を
取
っ
て
い

ま
す
。

　
ク
マ
ヒ
ラ
は
金
融
機
関
向

け
金
庫
設
備
だ
け
で
は
な
く
、

原
子
力
関
連
の
特
殊
扉
や
博

物
館
や
美
術
館
の
収
蔵
庫
扉

な
ど
、
ト
ー
タ
ル
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も
手

が
け
る
。

　
今
年
９
月
、
京
都
国
立
博

物
館
の
新
館
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
が
、
こ
の
収
蔵
庫
設

備
も
当
社
製
で
す
。
貴
重
な

文
化
財
を
火
災
に
よ
る
高
熱

や
災
害
か
ら
守
り
、
常
時
適

正
な
湿
度
を
保
ち
ま
す
。
ま

た
許
可
さ
れ
た
人
だ
け
が
通

行
で
き
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ゲ

ー
ト
の
分
野
で
も
、
国
内
シ

ェ
ア
は
ト
ッ
プ
で
す
。

　
最
後
に
社
長
４
年
目
と
な

る
⻆
野
さ
ん
に
、
経
営
マ
イ

ン
ド
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
。

　
ま
ず
は
社
員
を
大
切
に
す

る
こ
と
で
す
。
学
歴
・
派
閥

な
ど一切
な
い
人
物
本
位
の
精

神
―
―
こ
れ
は
当
社
創
業
以

来
の
も
の
で
す
。
例
え
ば
現

役
の
社
員
が
亡
く
な
る
と
、

そ
の
遺
児
が
高
校
を
卒
業

す
る
ま
で
、
毎
月
小
・
中
は

２
万
円
、
高
は
３
万
円
の
学

資
奨
学
金
を
返
済
不
要
で
援

助
す
る
な
ど
で
す
。

　
次
に
、
お
客
様
が
い
っ
た

い
何
を
求
め
て
お
ら
れ
る
か
、

「
顧
客
目
線
」
に
立
っ
て
行
動

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
三
つ
め
は
「
改
善
・
ス
ピ

ー
ド
」
で
す
。
昨
今
「
改
革
」

と
い
う
言
葉
が
お
題
目
の
よ

う
に
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
は

「
改
革
」
が
一
朝
一
夕
に
で
き

る
も
の
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
。
私
が
実
践
し
て
い
る「
改

革
」
と
は
た
と
え
小
さ
な
こ

と
一
つ
で
も
二
つ
で
も
い
い

か
ら
改
善
し
て
い
く
事
で
あ

り
、
当
社
の
社
員
650
人
が
全

員
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
努
力

を
積
み
重
ね
て
い
く
と
、
振

り
返
れ
ば
結
果
と
し
て
「
改

革
」
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が

私
の
経
営
理
念
の
一
つ
で
す
。

そ
し
て
最
後
に
社
内
で
女
性

総
合
職
を
積
極
的
に
登
用
し

て
い
く
こ
と
で
す
。

　
ト
ー
タ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
企

業
と
し
て
、
す
べ
て
の
分
野
で

ト
ッ
プ
シェア
を
目
指
す
覚
悟

で
す
。

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

　
氏
名
　
　   

卒
年  

式
月
日

　
佐
竹
　
絵
美 

04 

国 

４-

６

♠
鈴
木
　
了
允 

10 

法 

３-

22

♥
北
島
恵
理
子 

11 

文

　
近
江
　
る
み 

98 

文 

４-

５

　
前
田
　
浩
子 

01 

文 

４-

26

♠
佐
川
　
友
哉 

09 

社 

４-

27

♥
古
塚
　
千
紗 

10 

社

　
田
渕
　
那
国 

07 

済 

５-

３

♠
岡
　
　
亮
太 

11 

文 

５-

５

♥
中
山
茉
莉
子 

11 

文

♠
中
西
　
健
太 

08 

文 

５-

６

♥
德
田
友
希
子 

06 

営

　
深
川

　
明
暢 

06 

文 

５-

10

　
楫

　
　
貴
之 

11 

営 

５-

17

　
今
井

　
佑
樹 

10 

社 

５-

18

　
笹
渕
　
　
晃 

00 

法 

５-

25

♠
中
谷
　
亮
介 

10 

理 

５-

31

♥
家
嶋
友
理
奈 

10 

国

♠
櫻
井
　
裕
之 

11 

理
了 

５-

31

♥
柿
谷
　
有
里 

09 

理

　
森
川
　
慈
実 

10 

営 

５-

31

　
恩
田
　
清
範 

02 

文 

６-

14

　
重
冨
　
良
介 

10 

法 

６-

28

♠
力
石
　
恵
一 

10 

理 

７-

５

♥
谷
　
木
綿
花 

09 

済

♠
渡
部
　
浩
之 

09 

法 

７-

26

♥
片
山
ち
ひ
ろ 

09 

文

♠
飯
田
紘
二
朗 

08 

営 

８-

30

♥
沖
　
志
津
香 

08 

国

♠
太
田

　
隆
之 

00 

営 

９-

７

♥
圖
司

　
敦
子 

02 

短

♠
伊
藤

　
禎
顕 

08 

文 

９-

27

♥
佐
藤

　
恵
子 

07 

文

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

セキュリティシステムのツインゲート

二楽荘本館外観（庭面）

金融機関のマンモス金庫扉

秋季特別展

二楽荘と大谷探検隊
シルクロード研究の原点と隊員たちの思い
開催期間 2014年10月４日（土）～11月30日（日）

　1900 年（明治 33）2月、西本願寺第 22 世宗主となる大谷光
こうずい

瑞
師がロンドンに着いた。目的はヨーロッパの宗教事情視察であった。
しかし光瑞師が目にしたものは、パーリ語やサンスクリット語にもとづ
く仏教経典の基礎研究だった。しかもヨーロッパ列強国は次 と々イン
ドや西域に探検隊を送り、仏教寺院跡を発掘調査して、古い経典
や壁画などを自国にもたらしている。
　「仏教国日本こそ」という思いを強めた光瑞師は、1902 年から
1914 年まで、自らも加わってのべ３次にわたる探検隊を派遣。これ
が「大谷探検隊」である。
　そして、探検で得た経典類などの多数の史料の研究拠点として、
光瑞師が 1909 年、神戸市の六甲山麓に建設した建物が「二楽荘」
だった。この建物の設計には光瑞師を中心に、助言者として東京
帝国大学工学大教授の伊東忠太氏もいた。また荘内には学校（武
庫中学）や気象観測所、果樹園、日本最初のケーブルカーも設置
された。しかし、1932 年（昭和７）焼失した。
　今回の特別展では大谷探検隊調査終了 100 周年を記念し、最
近発見された二楽荘平面図をはじめ、模型など約 400 点が公開さ
れ、コンピュータグラフィックスで内部映像も再現される。

■主催：龍谷大学 龍谷ミュージアム、京都新聞、神戸新聞社
■休館日：月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）
※ただし11月25日（火）開館
■開館時間：10:00 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）
■問い合わせ：龍谷ミュージアム  ☎ 075-351-2500
※校友特典として：一般入館料 1,000 円を 800 円で入館。
　ミュージアム受付で「校友会報」を提示ください。

お申込みはお電話、メール、FAXにて、
必ず下記の項目をお知らせください。
受付は挙式日の１週間前まで。

氏名・フリガナ・卒業年・卒業学部
※校友同士の結婚の場合は2名とも
挙式の日時・会場名・会場名フリガナ・
会場住所・会場電話番号
会報に掲載しても良いかどうかの可否

学
校
法
人
龍
谷
大
学
と
学
校
法
人
平
安
学
園
と
の
法
人
合
併
に
つ
い
て

　
２
０
１
４
年
７
月
31
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
、
学
校
法

人
龍
谷
大
学
及
び
学
校
法
人

平
安
学
園
の
理
事
会
・
評
議

員
会
に
お
い
て
、
両
法
人
の

法
人
合
併
に
伴
う
「
合
併
契

約
書
」
の
締
結
に
つ
い
て
決

議
い
た
し
ま
し
た
。

　
龍
谷
大
学
及
び
龍
谷
大
学

付
属
平
安
高
等
学
校
・
龍
谷

大
学
付
属
平
安
中
学
校
は
、

「
浄
土
真
宗
の
精
神
」
に
基

づ
い
た
教
育
を
行
う
と
い
う

同
一
の
理
念
の
も
と
、
本
願

寺
に
隣
接
す
る
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
立
の
学
校
と
し
て
、

深
い
つ
な
が
り
を
有
し
て
き

ま
し
た
。
１
９
９
５
年
に

は
、
龍
谷
大
学
と
平
安
高
等

学
校
と
の
間
で
「
教
育
連
携

推
進
に
関
す
る
覚
書
」
を
交

わ
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
よ

り
深
い
教
育
連
携
体
制
を
構

築
し
、
教
育
連
携
活
動
を
積

み
重
ね
た
成
果
を
基
盤
と
し

て
、
２
０
０
８
年
４
月
に
平

安
高
等
学
校
・
平
安
中
学
校

は
龍
谷
大
学
の
付
属
校
と
な

り
ま
し
た
。

　
付
属
校
化
以
降
、
両
法
人

は
、
関
係
者
に
よ
る
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
法
人
合
併

に
向
け
て
丁
寧
に
協
議
を
積

み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
今
般
、
同
一
法
人
の

も
と
で
、
よ
り
強
固
な
運
営

体
制
を
構
築
し
た
上
で
、
各

学
校
の
連
携
を
強
化
し
、
教

育
を
は
じ
め
と
す
る
諸
活
動

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
、

龍
谷
大
学
及
び
龍
谷
大
学
付

属
平
安
高
等
学
校
・
龍
谷
大

学
付
属
平
安
中
学
校
の
発
展

に
有
効
で
あ
る
と
判
断
し
、

法
人
合
併
を
決
議
す
る
に
至

り
ま
し
た
。

　
今
般
の
法
人
合
併
に
よ

り
、
学
校
法
人
龍
谷
大
学
と

学
校
法
人
平
安
学
園
は
合
併

し
て
、
合
併
後
の
存
続
法
人

は
学
校
法
人
龍
谷
大
学
と
な

り
ま
す
。
今
後
は
２
０
１
５

年
４
月
１
日
の
合
併
に
向
け

て
所
轄
官
庁
へ
の
認
可
申
請

手
続
き
の
準
備
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

校友会長名、学長名で
祝電を手配いたします。

大
学
か
ら
卒
業
生
の
皆
様
へ
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校　友
最前線

　
06
年
文
学
部
史
学
科
を
卒
業
。
在
学
中
は
バ
ト
ン
・
チ
ア
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｓ

に
在
籍
。
卒
業
後
も
社
会
人
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
エ
レ
コ
ム

神
戸
フ
ァ
イ
ニ
ー
ズ
」
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
。
現
在
、
栄
養
教
諭

と
し
て
西
宮
市
立
苦
楽
園
中
学
校
に
勤
務
。
学
生
時
代
か
ら
何
事
に
も
前
向

き
な
姿
は
、
今
で
も
変
わ
ら
な
い
。

西
浦 

美
濃
里
さん

06
年
文
学
部
卒

苦
楽
園
中
学
校
栄
養
教
諭

多
く
の
人
に
「
食
育
を
伝
え
た
い
」

○
な
ぜ
栄
養
教
諭
に
？

　
大
学
卒
業
後
は
、
龍
谷
大

学
職
員
と
し
て
研
究
部
に
勤

務
し
て
い
ま
し
た
。在
職
中
、

栄
養
士
を
し
て
い
る
人
と
出

会
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

食
に
関
す
る
資
格
に
つ
い
て

調
べ
る
う
ち
に
、「
栄
養
教

諭
」
と
い
う
職
業
を
知
り
、

「
食
の
大
切
さ
を
伝
え
る
仕

事
が
し
た
い
」
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
在
職
中
、
バ
ト
ン
・

チ
ア
の
コ
ー
チ
を
し
て
い
た

と
き
に
、
夏
に
な
る
と
体
調

を
崩
す
部
員
が
多
く
、
体
力

を
強
化
さ
せ
る
た
め
に
ス
ポ

ー
ツ
栄
養
に
つ
い
て
調
べ
、

素
人
な
が
ら
栄
養
指
導
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

経
験
も
、
今
の
職
業
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

○
栄
養
教
諭
の
仕
事
は
い
か

が
で
す
か
？

　
毎
日
、
献
立
を
考
え
、
調

理
員
さ
ん
と
給
食
を
作
っ
て

い
ま
す
。
献
立
を
考
え
る
と

き
は
、
和
食
中
心
の
一
汁
三

菜
を
心
が
け
、
不
足
し
が
ち

な
鉄
分
や
食
物
繊
維
を
た
く

さ
ん
摂
れ
る
よ
う
に
工
夫
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
生
徒
さ
ん

専
用
の
給
食
作
り
も
担
当
し

て
い
る
の
で
、
誤
食
が
な
い

か
ど
う
か
教
室
に
出
向
い
て

確
認
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
の
喜
ぶ
顔
、
給
食
を

大
切
に
食
べ
て
く
れ
て
い
る

姿
が
、「
も
っ
と
良
い
も
の

を
作
ろ
う
」
と
い
う
励
み
に

ケニアの自然に魅せられて
海
外
で
活
躍

　
　
　
　
　
す
る
校
友

プロ添乗員で
マサイ戦士の夫人

永松 真紀さ
ん

　
67
年
福
岡
県
北
九
州
市
生
ま
れ
。
88
年
に
短
期

大
学
部
仏
教
学
科
を
卒
業
し
、
福
岡
の
添
乗
員
派

遣
会
社
を
経
て
96
年
に
ケ
ニ
ア
に
移
住
。
05
年
に
マ

サ
イ
戦
士
の
夫
人
に
。
現
在
、
夫
と
共
に
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
や
、
マ
サ
イ
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
、

日
本
で
の
講
演
活
動
を
行
う
。
著
書
に
『
私
の
夫

は
マ
サ
イ
戦
士
』（
新
潮
社
）
＝
下
段
に
記
事
　
な

ど
。

―
―
学
生
時
代
は
？

　
高
校
２
年
の
と
き
、
テ
レ

ビ
の
ク
イ
ズ
番
組
に
両
親
と

共
に
出
て
優
勝
し
、
ご
褒
美

が
９
日
間
の
ス
イ
ス
旅
行
で

し
た
。
こ
の
と
き
初
め
て
海

外
に
目
が
向
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
龍
大
に
進
学
し
ま
し

た
が
、
当
時
の
短
期
大
学
部

は
社
会
福
祉
学
科
と
仏
教
学

科
の
ふ
た
つ
が
あ
り
、
な
ぜ

か
仏
教
に
興
味
が
あ
っ
た
の

で
、
仏
教
学
科
を
選
択
し
ま

し
た
。

　
短
大
の
２
年
間
っ
て
、
あ

っ
と
い
う
間
で
す
ね
。
卒
業

後
の
進
路
に
迷
い
ま
し
た

が
、
と
に
か
く
も
う
一
度
海

外
へ
行
こ
う
と
思
い
、
１
ヶ

月
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
６
ヶ
国
の

一
人
旅
に
出
ま
し
た
。
こ
の

旅
の
中
で
、
卒
業
後
は
海
外

ツ
ア
ー
の
仕
事
が
し
た
い

と
。
そ
ん
な
中
で
福
岡
の
添

乗
員
派
遣
会
社
に
ご
縁
が
あ

り
、
添
乗
員
の
仕
事
に
つ
く

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

―
―
な
ぜ
ア
フ
リ
カ
へ
？

　
龍
大
時
代
、
さ
だ
ま
さ
し

さ
ん
の
「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ

ン
」
と
い
う
曲
を
聴
い
た
と

き
で
し
た
。
そ
の
中
で
歌
わ

れ
て
い
る
ア
フ
リ
カ
の
大
自

然
に
、
す
ご
く
惹
か
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
初
め
て
の
ア
フ
リ
カ
は
89

年
（
平
１
）
５
月
で
、
一
人

旅
で
ケ
ニ
ア
の
空
港
に
降
り

立
ち
ま
し
た
。
以
降
、
た
び

た
び
ケ
ニ
ア
を
訪
れ
、
96
年

（
平
８
）
に
は
ケ
ニ
ア
に
移

住
し
、
ア
フ
リ
カ
各
国
で
ガ

イ
ド
や
撮
影
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
00
年
（
平
12
）
の
こ
と
で

し
た
。山
崎
豊
子
さ
ん
の『
沈

ま
ぬ
太
陽
』
の
主
人
公
の
モ

デ
ル
だ
と
い
わ
れ
る
小
倉
寛

太
郎
さ
ん
（
故
人
）
が
企
画

す
る
ア
フ
リ
カ
ツ
ア
ー
の
添

乗
員
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー

の
参
加
者
は
意
識
が
高
く
、

ケ
ニ
ア
の
エ
イ
ズ
や
教
育
問

題
な
ど
、
次
々
に
私
に
質
問

を
さ
れ
ま
す
。
ケ
ニ
ア
の
大

自
然
や
野
生
動
物
を
紹
介
さ

え
す
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い

た
私
は
、
大
き
な
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
以
来
、
私
は
ケ

ニ
ア
の
歴
史
や
文
化
、
人
々

の
生
活
な
ど
い
い
と
こ
ろ
も

悪
い
と
こ
ろ
も
、
す
べ
て
日

本
に
紹
介
す
る
義
務
が
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。

体
を
使
っ
て
心
を
お
さ
め
る

修
験
道
入
門

田
中
利
典
（
79
年
文
卒
）

私
の
夫
は
マ
サ
イ
戦
士

永
松
真
紀
（
88
年
短
卒
）

花嫁の行列。左から3人目が永松さん（著書より）

社会人チアリーダー時代

日本での講演活動。左が夫のジャクソンさん

小野功龍さん

鈴
木
さ
ん
の
緑
釉
の
作
品

―
―
な
ぜ
マ
サ
イ
族
に
嫁
ぐ

こ
と
に
？

　「
エ
ウ
ノ
ト
」
と
い
う
マ

サ
イ
族
の
戦
士
の
人
生
最
大

の
儀
式
を
見
学
し
た
と
き
で

す
。
そ
の
中
で
ひ
と
き
わ
目

を
ひ
い
た
の
が
私
の
夫
と
な

る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
で
し
た
。
マ

サ
イ
の
伝
統
の
中
で
美
し
く

生
き
る
彼
に
、
惹
き
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
彼
ら
マ
サ
イ
は

全
く
違
う
世
界
の
人
。
偶
然

の
再
会
の
後
、
彼
が
住
む
ケ

ニ
ア
西
部
の
エ
ナ
イ
ボ
ル
ク

ル
ム
村
に
行
き
ま
し
た
。
首

都
ナ
イ
ロ
ビ
か
ら
車
で
約
６

時
間
の
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

地
域
の
長
老
か
ら
、
い
き
な

り
「
マ
サ
イ
の
戦
士
の
嫁
と

し
て
受
け
入
れ
る
」
と
。
日

本
人
の
私
を
マ
サ
イ
の
社
会

が
本
当
に
受
け
入
れ
て
く
れ

な
っ
て
い
ま
す
。

来
春
開
設
の

農
学
部
に
期
待

○
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
農
学

部
が
開
設
予
定
で
す
が
？

　「
食
べ
る
」
こ
と
は
身
近

な
こ
と
で
す
が
、
も
っ
と
も

大
切
で
す
。
し
か
し
、
最
近

は
「
安
い
・
速
い
・
柔
ら
か

い
」
も
の
を
求
め
が
ち
な
人

が
増
え
て
い
て
、「
食
」
に

つ
い
て
も
う
一
歩
踏
み
込
ん

で
考
え
る
人
が
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　
母
校
に
農
学
部
が
開
設
さ

れ
る
こ
と
で
、「
食
」
や
「
い

の
ち
」
に
つ
い
て
考
え
、
日

本
食
の
文
化
や
伝
統
を
、
未

来
に
伝
え
ら
れ
る
人
が
も
っ

と
も
っ
と
増
え
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
の
学
科
で
農
業
実

習
が
で
き
る
こ
と
も
、
魅
力

的
だ
と
思
い
ま
す
。学
食
で
、

農
学
部
の
学
生
が
考
え
た
献

立
が
食
べ
ら
れ
る
と
い
い
で

す
ね
。

○
今
後
の
目
標
は
？

　「
食
」
に
関
す
る
専
門
知

識
を
教
え
ら
れ
る
人
、
広
め

て
い
け
る
人
が
増
え
て
ほ
し

い
。
そ
の
た
め
に
も
自
分
自

身
が
も
っ
と
「
食
育
」
に
つ

い
て
考
え
、
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
取

り
、
自
分
が
も
っ
と
成
長
で

き
る
場
所
を
求
め
て
挑
戦
し

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安

が
つ
の
り
ま
し
た
が
、
私
は

人
生
で
最
大
の
決
断
を
下
し

ま
し
た
。

　
広
大
な
土
地
に
多
く
の
家

畜
と
生
き
る
マ
サ
イ
に
と
っ

て
、
複
数
の
妻
と
多
く
の
家

族
で
財
産
を
管
理
し
て
い
く

の
は
理
に
適
っ
て
い
る
こ

と
。
私
た
ち
の
場
合
は
第
一

夫
人
、
第
二
夫
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら

家
族
を
、
地
域
を
支
え
て
い

け
る
こ
と
を
と
て
も
幸
せ
に

思
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
サ
イ
の
戦
士
の
夫
人
と

し
て
、
ま
た
ガ
イ
ド
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
ア

フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア
の
魅
力
と

真
実
の
姿
を
多
く
の
人
々
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。（
談
）

校
友
短
信

　
美
術
、
文
芸
、
音
楽
・
演

劇
・
舞
踊
の
３
分
野
で
、
す

ぐ
れ
た
結
果
を
残
し
て
貢
献

し
た
人
に
贈
ら
れ
る
日
本
芸

術
院
賞
（
13
年
度
）
に
、
小

野
功
龍
さ
ん
（
65
年
文
・
院

修
了
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　
小
野
さ
ん
は
雅
楽
の
演
奏

小
野
功
龍
さ
ん

日
本
芸
術
院
賞

恩
賜
賞
を
受
賞

陶
芸
の
鈴
木
徹
さ
ん

日
本
橋
三
越
で

10
月
に
個
展

に
長
年
た
ず
さ
わ
り
、
伝
承

団
体
の
天
王
寺
楽
所
「
雅
亮

会
」
の
楽
頭
と
し
て
国
内
外

の
公
演
に
も
力
を
注
ぎ
、
雅

楽
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
日
本
芸
術

院
賞
の
中
で
、
と
く
に
顕
著

な
業
績
を
あ
げ
た
と
し
て
、

恩
賜
賞
も
受
賞
。（
小
野
さ

ん
は
８
月
30
日
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。）

　
87
年
（
昭
和
62
）、
文
学

部
史
学
科
卒
の
鈴
木
徹
さ
ん

（
昨
年
に
龍
谷
奨
励
賞
）
の

個
展
が
10
月
22
日
（
水
）
か

ら
28
日
（
火
）
ま
で
、
東
京

日
本
橋
三
越
本
店
の
美
術
特

選
画
廊
で
個
展
「
森
羅
」
が

開
催
さ
れ
る
。

　
20
年
以
上
、
陶
芸
作
品
を

世
に
送
り
出
し
て
き
た
鈴
木

さ
ん
。織
部
釉
を
使
用
せ
ず
、

今
ま
で
に
な
か
っ
た
緑
色
の

や
き
も
の
を
作
り
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
織
部
と
呼
ば

ず
緑
釉
と
名
付
け
て
作
品
を

発
表
し
て
い
る
。

新
刊
紹
介

　
金
峯
山
修
験
本
宗
（
本
山

＝
吉
野
・
金
峯
山
寺
）
の

宗
務
総
長
の
田
中
利
典
さ

ん
（
８
面
に
記
事
）
が
、
修

験
道
の
成
り
立
ち
や
、
開

祖
・
役
行
者
の
伝
説
と
そ
の

教
え
、
さ
ら
に
吉
野
修
験
に

欠
か
せ
な
い
大
峯
奥
駈
と
い

う
山
修
行
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
解
説
。
本
書
の
最
後

で
田
中
さ
ん
は
「
大
自
然
に

分
け
入
り
、
神
も
仏
も
分
け

隔
て
な
く
拝
む
山
修
行
の
一

歩
か
ら
、
新
し
い
時
代
を
切

り
ひ
ら
い
て
く
れ
る
な
に
か

が
、
き
っ
と
生
ま
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
」
と
。

　
新
書
判
２
２
４
頁
・
集
英

社
新
書
・
７
４
０
円
＋
税

　
短
期
大
学
部
を
卒
業
し

て
添
乗
員
の
仕
事
に
つ
い

た
永
松
さ
ん
（
上
段
に
記

事
）
は
、
21
歳
の
と
き
、
初

め
て
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ニ
ア
を

訪
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
ケ
ニ

ア
の
大
自
然
と
生
活
に
惹
か

れ
、
04
年
に
マ
サ
イ
族
の
戦

士
ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
と
結
婚
し

た
。

　
本
書
は
ケ
ニ
ア
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
と
真
実
の

姿
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、

シ
ャ
ワ
ー
も
電
気
も
な
い
生

活
だ
が
、
ど
こ
か
温
か
い
マ

サ
イ
の
村
で
の
暮
ら
し
ぶ
り

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｂ
６
判
２
４
０
頁
・
新
潮

文
庫
・
６
８
０
円
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い
ど
つ
の
部
支
域
地

で
道
海
北
は
夏
来

OB 

OG

い
ど
つ
の
会

  
部
支
京
東

  
部
支
道
海
北

  

部
楽
音
軽

で
前
寺
隆
法

10

と
会
総
け
向
に
年
周

　

月
５

24

寺
願
本
地
築
、
日

方
緒
（
部
支
京
東
会
友
校
で

総
回
９
第
の
）
長
部
支
子
静

校
加
参
。
た
れ
さ
催
開
が
会

約
友

60

か
部
本
会
友
校
。
名

大
、
長
会
副
男
徳
田
町
は
ら

や
長
学
副
勉
田
池
は
ら
か
学

し
加
参
て
し
と
賓
来
が
長
次

。
た　

、
は
で
会
親
懇
の
後
会
総

築
る
あ
も
で
問
顧
の
部
支
同

務
宗
融
晃
畠
北
の
寺
願
本
地

と
会
総
、
た
ま
。
拶
挨
が
長

パ
の
で
堂
本
に
間
の
会
親
懇

副
の
寺
願
本
地
築
は
者
加
参

島
小
る
あ
で
ト
ス
ニ
ガ
ル
オ

奏
演
ン
ガ
ル
オ
の
氏
子
寧
弥

歌
学
に
か
ら
高
て
せ
わ
合
に　

説
解
が
友
校
の
員
職
寺
願
本

墓
の
り
か
ゆ
士
浪
穂
赤
、
し

井
酒
・
家
画
の
派
琳
末
幕
や

歌
の
子
武
条
九
、
墓
の
一
抱　

年
来
は
部
支
同

15

は
年

立
創
部
支

10

え
迎
を
年
周

ど
な
ト
ン
メ
コ
や
拶
挨
。
る

、
始
終
、
は
で

10

の
へ
年
周

交
び
飛
が
援
応
や
み
込
気
意

か
や
ご
な
の
待
期
年
来
、
い　

オ
京
東
大
龍
、
は
部
支
同

大
て
け
向
に
年
来
、
で
携
連

。
る
あ
つ
つ
し

パイプオルガンの前で高らかに学歌を歌う参加者

  

部
支
阪
大
北
・
阪
大

良
奈
都
古　

今
は
部
支
阪
大
北
・
阪
大

、
度
年

14

画
企
を
事
行
の
回

つ
と
ひ
の
そ
。
す
ま
い
て
し

年
今
、
り
あ
が
り
巡
都
古
に

管
妙
玄
野
大
、
日
７
月
６
は

（
長

70

れ
ら
お
が
）
卒
文
年

井
今
、
と
寺
隆
法
・
良
奈
る

。
た
し
ま
い　

は
者
加
参

46

時
９
朝
。
名

に
JR

法
、
し
合
集
に
駅
木
茨

ん
さ
坊
お
の
友
校
は
で
寺
隆

い
て
し
を
明
説
に
寧
丁
、
に

普
、
た
ま
。
た
し
ま
き
だ
た

こ
と
い
な
い
て
れ
さ
開
公
段

、
い
ら
も
て
せ
さ
学
見
も
ろ

。
た
し
ま
し
激
感　

影
面
の
代
時
戸
江
は
後
午

井
今
の
市
原
橿
す
残
も
今
を

地
の
こ
。
た
し
ま
り
巡
を
町

寺
の
派
寺
願
本
宗
真
土
浄
は

、
に
心
中
を
寺
念
称、
で
町
内

ン
レ
フ
と
あ
の
そ
。
す
ま
い

ふ
の
店
理
料
席
会
と
理
料
チ

し
を
会
事
食
て
れ
別
に
手
た

し
ご
過
を
時
一
い
し
楽
、
て

。
た
し
ま　  

　

 

）
貢
清

の
友
校

ま
さ
皆　

田
津
、）
金
（
日
１
月
８

（長
社
団
球
一
敏

74

、
卒
法
年

13

北
「
る
い
率
）
賞
谷
龍
年

北
を
画
企
戦
観
援
応
の
」
ズ

の
そ
、
と
友
校
の
部
支
道
海

約
人
友
や
族
家

50

施
実
で
名

。
た
し
ま
し　

バ
ト
フ
ソ
岡
福
、
は
日
当

０
は
半
前
、
戦
対
の
と
ク
ン

た
し
ま
れ
さ
攻
先
と
２
対

勝
転
逆
と
２
対
５
半
後
、
が

、
ら
か
中
途
。
勝
連
５、
し
利

、
れ
ら
来
に
席
も
長
社
田
津

り
盛
に
い
大
で
撃
攻
の
転
逆

。
た
し
ま
り
が
上

 

ま
り
な
く
な
ら
か
分
く
よ
か

援
応
も
）
端
上
右
（

　龍谷大学のテニスサークル TIPS
が創設 40周年の祝賀会を開催。祝賀
会で集まった３万円を５月 24日、村
上太胤会長に校友会への寄付金とし
て手渡した。TIPS は硬式テニスサー
クルでOB・OGは約 600 名。写真右
から２人目がOB会代表の古田明さん
（92年営卒）

テニスサークル TIPS
40周年で校友会に寄付金

会
好
同
定
認

OB

催
開
会

　

OB・
都
京
）
土
（
日
１
月
６
を
会

「ル
上
条
三
町
屋
木

M
odern 

T
im
es

ら
か
生
期
１
で
」

10

の
で
ま
生
期

OB

ザ
ブ
オ
、
と

回
５
第
「
し
加
参
も
ド
ン

OB

66

和
昭
（
年

38

、
で
学
入
）め

含
も
族
家
は
日
当

50

が
名

、
加
参

18

を
奏
演
が
ド
ン
バ

の
度
一
に
年
。
た
し
露
披

OB
。
る
あ
も
ド
ン
バ
る
い
て　

器
楽
と
る
な
も
と
目
回
５

の
識
面
、
し
入
購
、
理
修
を

チ
ガ
日
当
が
輩
後
輩
先
い
な

収
は
に
枠
の
間
時
６
、
ど
な

が
上
り
盛
ど
ほ
い
な
ら
ま

音
ず
ら
わ
変
も
今
も
昔
。
る

代
世
、
そ
こ
ら
か
だ
き
好
楽

し
楽
も
に
な
ん
こ
た
え
超
を

う
い
と
る
き
で
が
り
ま
集
い

、
が
同
一
者
加
参
、
を
と
こ

。
た
め
し
み
か

　
　

71

）
卒
営

▼

 

会
Ｂ
Ｏ
ト
マ
ト
い
色
黄

▼

 

会
草
深
部
楽
音
軽

ブ
イ
ラ
と
談
歓

に
」
会
草
深
「

68
名

　

の
部
楽
音
軽

63

和
昭
（
年

38

ら
か
生
期
１
の
学
入
）

74

の
学
入
年

12

の
生
期

OB

軽
学
大
谷
龍
回
１
第
「、
て

７
月
６
を
」
会
草
深
部
楽
音

。
た
し
催
開
に
日　

Ｉ
Ｗ
「
の
ル
上
条
四
町
寺
市

Ｈ
Ｔ

 

の
昼
お
、
で
」
Ｕ
Ｏ
Ｙ

12

わ
に
間
時
５
約
ら
か
半
時

、
り
た

68

歓
が
員
部
元
の
名

。
だ
ん
し
楽
を
ブ
イ
ラ
る　

は
に
部
楽
音
軽

OB

あ
が
会

し
席
出
は
で
席
の
こ
、
が
る

草
深
「、
せ
わ
合
を
準
照
に

。
た
し
催
開
て
し
と
」
会

　

　
　

75

）
卒
営

■ 経営学部同窓会45周年で
　 各種ツアーを計画中
〈時期〉2015 年（平成 27）の春～秋
①東京＝築地本願寺など（15 年９月19～ 23
日の中で２泊３日を予定）

②奈良＝薬師寺で普段は拝観できない施設を
訪れ、懇親会も開催。

③深草＝変わりゆく深草キャンパスを中心に新
校舎を見学し、懇親会。

④大宮＝一般の人は拝観できない西本願寺
の書院（重文）や、お茶席体験、龍谷ミ
ュージアムへ。

〈参加費〉格安でご招待。
※詳細はHPでhttp://www.ryukoku.biz/

■ 法学部同窓会「第8回リユニオン」
　 11月２日に京都で開催
日時：11月 2日（日）

17：00～ 19：00（受付 16：30～）
場所：京都ロイヤルホテル＆スパ　
〒604-8005 京都市中京区河原町三条上ル
Tel.075-223-1234
大抽選会を予定
参加費：1,000 円（未就学児無料）
問合せ先：詳細はHPでご確認ください
http://www.ryukoku-low.com/law_top.htm

■ 社会学部同窓会10月25日
　 「卒業生のつどい’00～’03」
日時：10月 25日（土）

受付 /12：30～　つどい/13：00～ 15：00
対象

15 年）卒業のみなさん
場所：瀬田キャンパスRECホール B1F  
         レストラン
問合わせ先：
Email:webmaster@ryukoku-sociology.jp

■ 国際文化学部同窓会10月25日
　 「卒業生・恩師のつどい」
日時：10月 25日（土）

総会 /11：00 ～　つどい /14：00 ～
場所：瀬田キャンパス 総会 3 号館（予定）
　　　　　　　　　   つどい 青雲館 2F
問い合わせ先：クリエイツかもがわ
     　　　　　　Tel：075-661-5741

■ RAS（職業会計人グループ）
　 無料税務相談室を11月２日
　 深草キャンパスで開催
　ＲＡＳ（職業会計人グループ）が「第４回
龍谷大学校友会・無料税務相談室」を以下
の要領で開催します。
日時：11月２日（日）午後３時～５時
場所：深草キャンパス 21 号館（相談室は当
日掲示）
担当：龍大卒の税理士（近畿税理士会所属会員）
予約：相談は原則、事前予約。相談の２日前

までにお願いします。

連絡先：尾崎春樹税理士事務所

　　　  Tel：075-645-1601
※ご相談内容は税理士法により守秘義務が
課せられておりますので、ご安心下さい。回
答は原則として、口頭での一般的な説明とさ
せていただきます。

■ 法曹支部     発足へ
　 裁判官・検事・弁護士・司法修習生
　法曹界（裁判官・検事・弁護士・司法修
習生）で活躍する龍谷大学卒業生・龍谷大
学法科大学院修了生の会＝「法曹支部」（仮
称）の設立総会の概要が決まりました。
日時：12月6日（土）

設立総会 /16：00～　懇親会 /17：30～
場所：京都センチュリーホテル

※本件についてのお問合せは校友会事務局
まで（TEL：075-645-2015）

お知らせ

。
た
し　

、
は
画
企
戦
観
の
目
回
２月

８

23

武
西
玉
埼
）
土
（
日

者
加
参
、
で
戦

53

合
試
。
名

、
れ
わ
行
が
会
大
火
花
の
夏

ど
子
に
特
、
族
家
ご
の
友
校

い
て
し
加
参
勢
大
に
ち
た
も

。
た
し
ま
き
だ
た　

（
年
来

15

国
全
、
は
）
年

ん
さ
な
み
の
友
校
の
部
支
各

。
す
ま
い　

、
き
だ
た
い
画
計
ら
か
今

わ
合
に
行
旅
道
海
北
の
夏
春

を
道
来
の
戦
観
戦
流
交
パ
セ

。
す
ま
い
て
し
ち
待
お

事
幹
（

=

智
美
・
幸
宏
方
南

77

）
卒
法

の
生
習
実
部
学
工
理

会
換
交
見
意
・
迎
歓　

活
を
点
拠
の
学
大
谷
龍
る
あ

で
業
企
系
日
の
外
海
、
し
用

月
８
る
さ
、
は
で
部
支
ア
ニ16

の
ス
ル
ゼ
ン
ア
ス
ロ
に
日

と
を
事
食
で
ス
ウ
ハ
ト
イ
ラ

見
意
と
会
迎
歓
、
ら
が
な
り

。
た
し
ま
き
開
を
会
換
交　

と
名
８
が
生
習
実
は
行
一

職
と
授
教
一
洋
見
塩
の
率
引

の
ん
さ
敦
中
田
の
員

10
名美

の
港
ス
ル
ゼ
ン
ア
ス
ロ
、
で

。
た
し
ま
き
だ
た
い
で
ん
し

  

ト
マ
ト
い
色
黄

実習生（後方２、３列）と支部会員

）
称
仮
（
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龍
Ｒ
ｏ
ｎ
が
聞
く

「
仏
教
に
学
ぶ
」〝
修
験
道
っ
て
ど
ん
な
宗
教
？
〞

　
91
年
（
平
３
）
法
学
部
法

律
学
科
（
石
田
徹
ゼ
ミ
）
卒

の
中
村
琢
也
さ
ん
（
旧
姓
＝

藤
澤
）。
脱
サ
ラ
を
し
て
イ

タ
リ
ア
語
と
調
理
技
術
を
学

び
現
地
へ
。
ア
ル
プ
ス
の
麓

の
小
さ
な
町
か
ら
海
を
越
え

　
私
は
学
生
時
代
、
仏
教
学

を
専
攻
し
ま
し
た
。
そ
の
と

き
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
来

ら
れ
た
淺
田
正
博
先
生
（
龍

谷
大
学
名
誉
教
授
＝
短
期
大

学
部
長
や
宗
教
部
長
、
仏
教

文
化
研
究
所
所
長
を
歴
任
。

天
台
学
の
研
究
者
）
の
最
初

の
「
仏
教
学
講
読
」
を
受

講
し
、
卒
業
論
文
の
指
導
も

淺
田
先
生
で
し
た
。
だ
か
ら

自
分
で
勝
手
に
「
一番
弟
子
」

だ
と
（
笑
）。
卒
業
後
も
２

年
間
、
叡
山
学
院
専
修
科
で

学
び
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
も

淺
田
先
生
に
お
世
話
に
な
り
、

そ
の
う
え
息
子
（
佑
昌
さ
ん

＝
14
年
文
卒
）
も
論
文
指
導

を
し
て
も
ら
って
い
ま
す
。

役
行
者
遠
忌
事
業
で

　
と
こ
ろ
で
私
ど
も
の
修し

ゆ

験げ
ん

道ど
う

の
開
祖
は
役え

ん
の
ぎ
よ
う
じ
や

行
者
（
役

小お
づ
ね角
）
で
す
。

　
現
在
、
こ
の
流
れ
を
く
む

主
な
宗
派
は
本
山
修
験
宗

（
聖
護
院
）、
真
言
宗
醍
醐
派

（
醍
醐
寺
三
宝
院
）、
そ
し
て

私
ど
も
の
金き

ん

峯ぷ

山せ
ん

修
験
本
宗

（
金
峯
山
寺
）
の
三
つ
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
三
本
山
が
結

束
を
固
め
た
の
は
00
年
（
平

成
12
）
の
役
行
者
千
三
百
年

の
遠お

ん
き忌
で
し
た
。
醍
醐
寺
の

仲
田
順じ

ゅ
ん

和な

座
主
と
、
聖
護
院

に
は
宮
城
泰た

い
ね
ん年
ご
門
跡
（
54

年
文
卒
）
が
お
ら
れ
、
龍
大

つ
な
が
り
の
ご
縁
も
あ
り
、

三
本
山
共
同
で
大
阪
市
立
美

術
館
で
の
「
役
行
者
展
」
と

千
三
百
年
遠
忌
法
要（
00
年
）

を
つ
と
め
ま
し
た
。
三
本
山

が
共
同
し
て
事
業
を
し
た
と

い
う
の
は
、
歴
史
的
に
も
希

有
な
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
遠
忌
事
業
を
無
事
終

え
よ
う
と
す
る
頃
で
す
。
熊

野
古
道
と
共
に
吉
野
大
峰
を

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
と
提

案
し
ま
し
た
。
私
は
た
だ
手

を
あ
げ
た
だ
け
で
、
世
界
遺

産
へ
の
登
録
活
動
は
奈
良
県

の
文
化
財
保
存
課
な
ど
が
中

心
で
進
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　
熊
野
古
道
に
吉
野
大
峰
が

加
わ
る
こ
と
で
、
エ
リ
ア
は

紀
伊
半
島
全
体
に
広
が
り
ま

す
。
足
踏
み
を
し
て
い
た
登

録
活
動
が
い
っ
き
に
加
速

し
、04
年
（
平
成
16
）
７
月
、

「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
」
と
し
て
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
の
で
す
。

世
界
遺
産「
信
仰
の
道
」

　
具
体
的
に
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
の
は
、
紀
伊
半
島

の
三
つ
の
霊
場
と
信
仰
の
道

で
す
。
ま
ず
大
阪
か
ら
熊
野

三
山
に
至
る
「
熊
野
古
道
」、

次
に
一
町
ご
と
の
道
標
を
た

ど
り
高
野
山
金
剛
峯
寺
に
至

る
「
町ち

よ
う
い
し石
道
」。
そ
し
て
吉

野
大
峰
か
ら
熊
野
本
宮
に
至

る
「
大
峯
奥お

く
が
け駈
道
」。
大
峯

奥
駈
道
は
熊
野
古
道
の
オ
マ

4

4

ケ4

で
世
界
遺
産
に
な
っ
た
よ

う
に
た
ま
に
扱
わ
れ
ま
す

が
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
熊
野
古
道
は
平
安

初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て

「
蟻あ

り

の
熊
野
詣も

う
で」
と
称
さ
れ

る
ほ
ど
栄
え
ま
し
た
が
、
江

戸
期
以
降
は
途
絶
え
ま
す
。

高
野
の
町
石
道
も
、
今
や
車

や
南
海
電
車
で
高
野
山
に
詣

で
ま
す
。
し
か
し
、
大
峯
奥

駈
道
は
そ
う
で
は
な
く
、
吉

野
町
の
六む

た田
を
基
点
に
熊
野

本
宮
ま
で
75
の
「
靡な

び
き
」
と
呼

ぶ
聖
な
る
場
所
を
、
今
も
修

験
者
が
巡
拝
し
て
い
る
生
き

た
道
で
す
。
旅
程
は
７
泊
８

日
ほ
ど
で
、
険
し
い
峯
々
を

巡
る
の
で
す
。

里
で
力
を
活
か
す

　
そ
も
そ
も
「
登
山
」
に
は
、

ふ
た
つ
の
意
味
を
含
ん
で
い

ま
す
。
ま
ず
西
洋
の
登
山
。

キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は
山
に

は
悪
魔
が
い
る
と
、
ど
ん
ど

ん
森
を
平
地
化
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
自
然
科
学
の

発
達
に
よ
り
、
山
は
た
だ
の

石
と
氷
の
塊
で
し
か
な
い
と

わ
か
る
と
、高
山
へ
の
登
頂
、

征
服
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
西
欧
の
登
山
の
歴
史
は

せ
い
ぜ
い
二
百
数
十
年
。

　
一
方
、
日
本
人
は
古
来
か

ら
山
は
神
や
仏
が
お
ら
れ
る

聖
な
る
場
所
と
考
え
、
畏
敬

の
念
を
も
っ
て
接
し
て
き
ま

し
た
。
西
洋
の
よ
う
に
征
服

す
る
の
で
は
な
く
、
畏お

そ

れ
を

た
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
島
ま
で
、

各
地
の
イ
タ
リ
ア
料
理
店
で

８
年
半
、
腕
を
磨
い
た
。
ゼ

ミ
の
石
田
徹
教
授
や
仲
間
か

ら
、
早
く
日
本
に
帰
っ
て
レ

ス
ト
ラ
ン
を
と
い
う
声
が
あ

っ
た
が
、
生
ハ
ム
な
ど
の
製

造
技
術
を
習
得
す
る
ま
で
、

辛
抱
づ
よ
く
イ
タ
リ
ア
に
留

ま
っ
た
。

　
中
村
さ
ん
が
帰
国
し
た
の

は
07
年（
平
19
）秋
。そ
の
後
、

日
本
に
い
た
と
き
の
イ
タ
リ

ア
料
理
店
で
働
き
な
が
ら
昨

年
の
７
月
、
故
郷
の
滋
賀
県

草
津
市
に「
ク
ラ
テ
リ
ー
ノ
」

を
開
店
し
た
。
命
名
は
イ
タ

リ
ア
で
最
高
級
の
熟
成
生
ハ

ム
「
ク
ラ
テ
ッ
ロ
」
に
ち
な

ん
だ
も
の
。
ク
ラ
テ
ッ
ロ
は

自
然
の
風
と
気
候
の
中
で
熟

成
さ
せ
る
最
高
級
の
熟
成
生

ハ
ム
。
帰
国
後
、
開
店
ま
で

に
時
間
を
要
し
た
理
由
の
ひ

と
つ
で
も
あ
る
。

　「
ク
ラ
テ
リ
ー
ノ
」
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
〝
イ
タ
リ
ア
の

小
さ
な
町
の
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア

（
家
族
経
営
の
店
）
に
入
っ

た
か
の
よ
う
に
〞
で
あ
る
。

　「
イ
タ
リ
ア
人
は
日
本
人

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど

食
事
に
情
熱
を
注
ぎ
ま
す
。

お
い
し
い
店
が
あ
る
と
、
た

と
え
遠
く
の
山
奥
で
あ
ろ
う

仏
教
に
学
ぶ

人間力を高める
修験道「自利利他」の世界

金峯山修験本宗宗務総長
帝塚山大学特定教授

田中 利典

田
中
利
典
（
た
な
か
・
り
て
ん
）

55
年
京
都
府
生
ま
れ
。
金
峯
山
修
験
本

宗
宗
務
総
長
。
71
年
吉
野
金
峯
山
寺
に

て
得
度
。
79
年
文
学
部
仏
教
学
科
卒
業
。

01
年
金
峯
山
修
験
本
宗
宗
務
総
長
、
金

峯
山
寺
執
行
長
に
就
任
。
帝
塚
山
大
学

特
定
教
授
、
紀
伊
山
地
三
霊
場
会
議
代

表
幹
事
、
日
本
山
岳
修
験
学
会
評
議
員

な
ど
も
務
め
る
。
校
友
会
奈
良
県
支
部

副
会
長
。
近
著
に
『
修
験
道
入
門
』

熟
成
生
ハ
ム
「
ク
ラ
テ
ッ
ロ
」

生
ハ
ム
も
パ
ス
タ
も
す
べ
て
自
家
製

イ
タ
リ
ア
の
各
地
料
理
を
堪
能

も
っ
て
山
に
入
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
自
然
と
一
体
に
な
る

編
集
後
記

と
い
う
の
が
、
元
来
の
日
本

の
登
山
で
す
。

　
修
験
道
、
山
伏
の
世
界
も

同
じ
で
す
。
山
に
入
っ
て
行

ぎ
ょ
う

ず
る
こ
と
で
自
然
と
一
体
と

な
り
、
人
智
を
越
え
た
自
然

の
大
き
な
力
が
付
加
さ
れ
、

人
間
力
を
高
め
る
。し
か
し
、

修
験
者
は
そ
れ
だ
け
に
留
ま

ら
ず
、
里
に
お
り
て
人
々
の

た
め
に
山
で
得
た
力
を
活
か

す
の
で
す
。
山
に
入
っ
て
得

た
人
間
力
―
―
こ
れ
が
仏
教

で
い
う
「
自じ

り利
」
で
、
さ
ら

に
そ
の
人
間
力
を
里
で
活
か

す
―
―
こ
れ
が
「
利り

た他
」
で

す
。
修
験
道
が
目
指
す
究
極

の
世
界
と
は
、
こ
の
「
自
利

利
他
円
満
」
の
宗
教
世
界
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

中村（旧姓藤澤）さんご夫妻

イ
タ
リ
ア
地
方
料
理
ラ
ン
チ

熟
成
ハ
ム
と
サ
ラ
ミ

生
パ
ス
タ

クラテリーノ

クラテリーノ

　
校
友
会
報
で
は
毎
号
連
載

記
事
「
仏
教
に
学
ぶ
」「
校
友

W
ho's who

」「
経
営
者
登
場
」

「
海
外
で
活
躍
す
る
校
友
」「
校

友
最
前
線
」「
校
友
の
お
店
」

と
、
各
界
の
校
友
を
紹
介
し

て
い
ま
す
が
、「
情
報
源
は
？
」

と
、
よ
く
尋
ね
ら
れ
ま
す
。

一
番
多
い
の
は
校
友
か
ら
の

情
報
で
す
。「
経
営
者
登
場
」

の
⻆
野
さ
ん
は
、
東
京
支
部

長
の
緒
方
さ
ん
か
ら
の
ご
紹

介
で
す
。「
校
友W

ho's who

」

の
Ｎ
Ｙ
で
活
躍
の
脇
山
さ
ん

は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー

プ
支
部
で
メ
キ
シ
コ
勤
務
の

池
田
俊
介
さ
ん
か
ら
海
外
情

報
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
す
。
今
回

の
「
海
外
で
活
躍
す
る
校
友
」

の
永
松
さ
ん
は
テ
レ
ビ
番
組

で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
取
材

を
申
し
込
み
、
来
日
さ
れ
る

日
を
お
待
ち
し
て
、
取
材
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
編
集
部
で
は
こ
の
よ
う
な

貴
重
な
情
報
に
対
し
て
、
手

紙
、
メ
ー
ル
、
電
話
等
で
取

材
を
申
し
込
み
、
受
け
て
頂

け
る
か
ど
う
か
が
最
初
の
関

門
で
す
。
承
諾
を
い
た
だ
い

た
と
き
の
嬉
し
さ
は
、
言
葉

に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
原
稿

を
起
こ
し
、
ご
本
人
に
文
章

の
修
正
と
写
真
の
チ
ェ
ッ
ク

を
お
願
い
し
て
、
度
重
な
る

や
り
取
り
を
経
て
一
つ
の
記

事
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
は
誠

心
誠
意
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
事
務
局
ま

で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　
最
後
に
、
快
く
取
材
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
校
友
の
皆

さ
ま
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ｙ
）

秋
の
金
峯
山
寺・蔵
王
堂(

国
宝)

大
峯
の
奥
駈
修
行

前
列
右
か
ら
二
人
目
が
田
中
さ
ん

蔵王堂秘仏ご本尊の蔵王権現(重文)。ただし今年は世界遺産登録
10周年行事として11月１日～11月30日まで特別ご開帳

と
出
か
け
る
。
イ
タ
リ
ア
の

各
地
方
の
店
で
住
み
込
み
で

働
き
、
多
く
の
料
理
を
学
び

ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
人
が
本

当
に
お
い
し
い
と
食
べ
て
い

る
料
理
を
、
日
本
で
紹
介
し

た
い
の
で
す
」

　
共
に
店
を
営
む
麻
希
夫
人

も
、
大
阪
外
語
大
で
イ
タ
リ

ア
語
を
学
び
、
同
国
の
食
材

や
調
理
器
具
を
扱
う
企
業
で

勤
務
し
、
料
理
に
対
す
る
造

詣
が
深
い
。
日
本
に
い
な
が

ら
、
本
場
イ
タ
リ
ア
の
各
地

の
料
理
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に

味
わ
え
る
店
、
そ
れ
が
「
ク

ラ
テ
リ
ー
ノ
」
だ
。

崖
の
上
か
ら
身
を
乗
り

出
し
た
り
、
滝
に
打
た
れ
る

修
行
を
目
に
さ
れ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

修
験
道
の
修
行
は
大
変

厳
し
い
と
い
わ
れ
、
現
在
も

奈
良
県
の
大
峰
山
系
で
は
、

金
峯
山
寺
な
ど
修
験
三
本

山
を
中
心
に
、
登
拝
修
行

や
滝
場
で
の
水
行
な
ど
を
行

って
い
ま
す
。

少
し
詳
し
く
お
話
し
ま

す
と
、「
修
験
道
」
と
は

日
本
古
来
の
山
岳
信
仰
に
、

神
道
や
外
来
の
仏
教
、
道

教
、
陰
陽
道
な
ど
が
習
合

し
た
我
が
国
固
有
の
民
俗

宗
教
で
、
大
自
然
の
山
中
に

分
け
入
り
、
山
林
を
駈
け
、

山
に
籠
も
り
、
心
身
を
鍛

練
し
、
聖
な
る
力
、
超
自

然
的
な
神
仏
の
力
（
験
力
）

を
得
て
、
そ
の
力
を
里
で
活

か
す
教
え
で
す
。
こ
の
行

者
を
「
山
伏
」
と
も
「
修

験
者
」
と
も
呼
び
ま
す
。

修
験
道
と
は
、
自
分
の

五
体
を
通
し
て
、
実
際
の
感

覚
を
体
得
す
る
極
め
て
実

践
的
な
宗
教
な
の
で
す
。

草津市草津町1660
☎077(566)5120
営業時間 11:30～ 15:0018:00 ～ 22:00
休み=日曜夜・月。
20席。全席禁煙。
ＪＲ草津駅西口から約
1.8km。駐車場（６台）
あり。
伊地方ランチは２種類
で1580円と1980円。
ディナーはアラカルトが
中心で、季節に合わせ
てメニューが入れ替わ
る。自家製生ハムの盛
合せ1590円～。手打
ち生パスタ各種 1090
円～。イタリア産ワイン
や食後酒も各種あり。
カード不可。




